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［
解
説
］ 

今
回
の
文
書
は
、
表
題
の
み
基
礎
講
座
「
表
題
を
読
ん
で
み
よ
う
」
で
以
前
紹
介
し

て
い
ま
す
。「
烏
帽
子
」
と
は
元
服
し
た
男
子
の
用
い
た
袋
状
の
冠
り
も
の
の
こ
と
で
、

烏
帽
子
を
被
ら
せ
烏
帽
子
名
（
成
人
名
）
を
付
け
る
、
今
で
い
う
成
人
式
の
よ
う
な
儀

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
烏
帽
子
名
覚
」
は
こ
の
儀
式
で
作
成
さ
れ
た
文
書
で
、



こ
の
年
成
人
と
な
っ
た
者
の
幼
名
と
烏
帽
子
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
百
姓

の
身
分
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
員
に
苗
字
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

当
時
、
公
的
に
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
的
な
場
面
に
於

い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
、
貴
重
な
資
料
で
す
。 

次
に
、
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
「
人
名
を
読
ん
で
み
よ
う
」
で
紹
介
し
た 

「
兵
衛
」
、

「
左
衛
門
」
、

「
右
衛
門
」
、

「
蔵
」、

「
助
」
、

「
郎
」
な
ど
、
こ
こ
で
も
基
本
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
左
」

「
右
」
の
判
別
は
出
来
ま
し
た
か
。
三
画
目
が
「
左
」
は
上
に
向
か
い
、「
右
」
は
横
に

流
れ
ま
す
。「
門
」
は
「
つ
」
の
様
に
み
え
ま
す
。

「
郎
」
の
偏
上
部
「
白
」
の

部
分
が
冠
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
…
郎
右
衛
門
」「
…
郎
兵
衛
」
の
場
合
の

「
郎
」
は
「
ら
」
の
様
に
く

ず
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が

「
教
」
も
偏
の
上
部
が
冠
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

「
決
」
、

「
衛
」
な
ど
も
、
偏
と
旁
の
上
部
が
冠
化
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

・

「
事
」
も
特
徴
的
で
す
。
く
ず
し
が
進
む

と
「
る
」
を
伸
ば
し
た
様
に
見
え
ま
す
が
、
頻
出
す
る
の
で
こ
の
ま
ま
覚
え
ま
し
ょ
う
。 
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